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仙岩地熱地域南部の新第三紀火山岩の臥一A欝年代

須藤　茂＊　石井武政＊＊

SuT6，Shigeru　and　IsHII，Takemasa（1982）　K－Ar　ages　ofthe　Neogene　system　in　the　southem

　　　peripheral　area　ofthe　Sen－Gan（Hachim＆ntai）geothermal　Held。β％」乙（穿60乙3初7∂．」ψ伽，

　　　vo1。33（9），P・433－442・

舳s融c耽Westudiedthe　geological　sequenceand　determined　the　K．一Arages　of　the　Neogene

system　in　the　southem　peripheral　area　ofthe　Sen－Gan（Hachimantai）geothermal　field，north．

east　Japan，to　establish　the　geology　ofthe　geothermal　reservoirs。

　　　The　Neogene　sediments　in　the　surveyed　area　are　devided　into　the　Obonai，Kunimit6ge，

RyUkawa，Koshitomaezawa，Yamatsuda，Osuke　and　Masuzawa　Formations　in　ascending

order，Thesouth　branch　ofthe　Tamagawa　Welded　Tuf騰（1－2Ma）overlies　them．

　　　Our　conclusions　based　on　the　K－Ar　age　determination　of20e飾sive　and　intrusive

rocks　in　the　area㌻ogether　with　geological　evidences　are　as　fbllows三

　　　1。The　oldest　Neogene　volcanic　rock　in　the　area　is　a　dolerite　ofthe　Obonai　Form我tion

which　is　dated　at2L8Ma．

　　　2．Sediments　of　the　Kunimit6ge　Formation　to　the　Yamatsuda－Osuke　Formations

were　depos圭ted　confbrmably　over　the　short　interval　of　ll　to8Ma翫go。

　　　3。The　time　gap　between　the　sedimentations　of　the　Yamatsuda－Osuke　Formations

and　the　TamagawaWelded　Tu愚is　about6Ma．

　　　4．The　volcanic　activity　occurred　continually　in　the　area　though　the　long　time　gap

ofthe　sedimentation　existed．

要　　旨

　仙岩地熱地域の火山層序をより明らかにするために，

特に新第三系が連続して露出する南部すなわち岩手県雫

石町及び秋田県田沢湖町から得られた火山岩試料につい

てK－Ar年代測定を行った．本地域は東北地方の脊梁山

脈にまたがり，新第三系が模式的に発達する地域のひと

つである．測定試料の数及び試料の変質などによる測定

年代値のずれ及び誤差の問題点は残るが，得られた測定

年代によれば，本地域新第三系の大部分は22－8Ma特に

11－8Maの間に堆積したと推定され，また11Ma以降は，

火山活動が活発に続いていたと推定される．

1．　緒　　言

　仙岩地熱地域とは秋田県仙北郡及び岩手県岩手郡にま

たがる広大な地熱地域をさし，東北目本の脊梁山脈上に

＊地殻熱部

＊＊環境地質部

位置する（第1図）．本地熱地域の中心部は広く新期火山

岩類及び第四紀前半の大規模酸性火砕流堆積物である玉

川溶結凝灰岩に覆われ，新第三系の露出は限られてい

る．しかしながらこれまで多くの地熱探査井の掘削によ

り，本地域の中心部には新第三系が広く伏在し，しかも

それが地熱水の貯溜層の役割を果していることが明らか

にされている（中村，1976）．このような新第三系の火山

層序を把握する一助として今回K－Ar年代測定を行っ

た．年代測定はTeledyne社に依頼した．岩石薄片のカ

ミングトナイトの鑑定に際しては本所の一色直記氏に，

得られた年代測定結果については東北大学の北村信，

秋田大学の大口健志，岩手大学の大上和良，日本重化学

工業㈱の土井宣夫，及び本所の大沢　穣・上村不二雄・

柴田　賢・茂野　博の各氏に議論して頂いた．以上の方

々に深謝の意を表する。

2。地質の概要

仙岩地熱地域においては，その中心部では新第三系の
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　　　　　　　　　　　　　　　第1図位　　置　　図
　　　　　　　　　　　　　　斜線のついた枠内が今回の調査地域
Fig，l　Locality　map　of　the　Sen－Gan（Hachimantai）geothermal　field．The　hatched　area　shows　the　surveyed

　area　in　this　study。

露出は極めて限られているが，周縁部とりわけその南部

では比較的連続して分布している．今回調査した仙岩地

熱地域南部の範囲を第1図中に示す．この地域の地質の

研究は既に“雫石盆地西縁部”（早川・北村，19531村

井，1962）あるいは“生保内一橋揚間”（大口・伊里，

1977）においてなされている．それらに示されている地

質層序を第1表にまとめた．第2図に今回の調査により

得られた地質の略図を示す．

　調査地域南部の地質は南西端に露出する花崩閃緑岩を

基盤として，主に新第三系からなっている．新第三系は

ほぼ北西一南東の走向で一般に東方に行く程より上位の

地層が現れる．ただしそれらは南北ないし北西一南東方

向の断層によって繰り返し露出することがある．調査地

域北部は秋田駒ヶ岳・乳頭山。高倉山などの火山の噴出

物に覆われており，新第三系は谷底にわずかに露出する

程度である．調査地域の山岳部の東側には雫石盆地が，

西側には玉川流域の平地が広がり，ともに負の重力異常

を示す．山岳部は南北方向に伸びる正の重力異常域の中

にある（工業技術院，1978）．山岳部と東西の平地とはそ

れぞれ断層で区切られており，それらは活断層と考えら

れている（活断層研究会，1980）．第1表に示したように

本地域の地層区分及び地層名については異なる提案がな

されている．本報告では地層名は主に北村（1981）のもの

を使用する．

3・各屡の記・載

以下に各層ごとに，模式地，分布，層厚及び岩相にっ

いて簡単に記述し，末尾に全体の層序めまとめを記す．

本文中の地名については第3図を参照されたい．
　　　お　ぼない
　3。1生保内膿（早川・北村，1953）

模式地　玉川支流生保内川流域

　分布　生課内川宰流の六枚裸・堀木沢ポ大黒沢流域』

地森南方及び秋由駒ケ岳西麓に分布する．

　層厚約600m
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第1表地質層序一覧

調査地域 生　保　内 生保内一
橋　場　間

雫石　盆　地　西縁 仙岩地熱
地域南部

：文　　献 大口・伊里（1977） 早川・北村（1953） 村井（1962） 本　報　告

田　沢　層

大　沢　層

橋　場　層

舛　沢　層

山津田層

橋　場　層

　　　　男山津田層

　　　　助

　　　　層

　　　　■橋　場　層 玉川溶結凝灰岩

　舛　沢　層

　　　男助層山津田層

舛　沢　層

坂本川層　　男

小志戸前層 小志戸前層 　　　　助小志戸前沢層

　　　　層
小志戸前沢層

坂　本　層 坂　本　層 竜川層 竜　川　層

至轟｝堀木沢層

　　生保内層

　　基盛岩類
　　花商閃緑岩

国　見　層 国見峠層 国見峠層

　　？一
生保内層

花商閃緑岩

生保内層

基盤岩類
花闘岩類

レン滝層
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花闘閃緑岩
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圃
　　　　　　ド　　玉川溶結凝灰岩
　　Tamagawa　Welded　Tuffs

騰　　貫入岩類　　Intrus－ive　　rocks

騰　　舛沢層　　Masuzawa　Formation

囮　　男助層　　Osuke　Formation
　　　　　　　　■

薩　　山津田層　　Yamatsuda　Formation

彫　　小志戸前沢層　　Koshitomaezawa　FormatiQn

㎜　　竜川層　　　　ド　　　　　　Ryukawa　Formation

目　　国見峠層　　Kunimit6ge　Formation

國　　生保内層　　Obonai　Formation

國　　基盤岩類　　Basement　rOcks

　　年代測定試料採取地
　×　Locatbns・f・sa㎎ρles
　　for　age　dete【mination

　　　　　第2図地質略図
Fig，2　Geological　outline　of　the　surveyed　area．

一435一



地質調査所月報（第33巻第9号）

　岩相　露頭で淡緑色一濃緑色を呈する火山岩類を主と

し，一部シルト岩などの堆積岩を挟む．火山岩類の岩質

はデイサイトー玄武岩まで変化に富み，また産状も溶岩・

ハイアロクラスタイト・凝灰岩など多様である．

　3・2　国見峠腰（村井，1962）

模式地　秋田・岩手県境国見峠付近

　分布　秋田駒ケ岳南方の県境付近及びその東側に分布

する．秋田駒ケ岳の噴出物の中には本層に由来すると思

われる流紋岩がしばしぱ含まれており，駒ケ岳の下位に

も伏在することが予想される。

　層厚約600m
　岩相　主として酸性一中性の凝灰岩とシルト岩の互層

からなり，酸性火山岩・中性一塩基性の溶岩及び同質の

貫入岩を伴う．凝灰岩は普通径数cmの白色の軽石を含

むことが多い．シルト岩は硬質でよく成層し，しばしば

板状に剥離する性質がある．酸性火山岩のうち一部は同

岩質の凝灰岩を伴っており，国見峠層堆積と同時代の噴

出物と思われる．他の一部は凝灰岩を伴わず，国見峠層

の堆積と時代を異にする貫入岩と思われる（第2図には

便宜上国見峠層として一括した）．凝灰岩の一部は珪化

作用が著しく，かつ緻密なために露頭においても鏡下の

観察においても溶岩又は貫入岩と見分けがつかないこと

がある．中性一塩基性の火山岩の多くはドレライトであ

る．ドレライトは凝灰岩・シルト岩互層への整合逆入岩

体である．他に明らかに地表に噴出した玄武岩溶岩が見

られる．ドレライトの一部は玄武岩溶岩と一連であるも

のがあり，それらは国見峠層堆積と同時代の噴出物と思

われる．

　　　りゆうかわ
　3。3竜川麟（村井，1962）

　模式地　雫石川支流竜川流域

　分布　雫石川支流の竜川・坂本川・小志戸前沢及び志

戸前川流域に分布する．

　層厚約3σOm
　岩相　酸性一中性の軽石凝灰岩と細粒の火山砕屑物を

主とする黒色シルト岩の有律互層からなる．シルト岩は

板状に剥離する性質があるので，層理面がそのまま地形

斜面に一致することも多い．本層には油徴が認められる

ほか，温泉・鉱泉の湧出が多い．
　　　こ　し　とまえざわ
　3・4　小志戸前沢層（村井，1962）

　模式地　雫石川支流小志戸前沢流域
　　　　　　　　あずまい　分布　雫石川支流の安栖沢・竜川・坂本川・小志戸前

沢・志戸前川・葛根田川上流域のほか秋田県側の先達川

流域に狭小に分布する．

　層厚約200m
　岩相　軽石凝灰岩・砂質凝灰岩及びシルト岩の互層よ

りなり，一般に層理明瞭である．シルト岩中にはしばし

ば石灰質ノジュールが含まれる．山津田南方天川沢流域

・安栖沢中流域及び先達川流域には無層理の軽石凝灰岩

が分布する．

　3・5山津田麟（早川・北村，1953）

模式地　雫石町山津田付近

　分布　雫石川支流の坂本川・小志戸前沢下流域，赤

淵，袖山から高倉山東麓，滝の上及び乳頭温泉付近に分

布する．

　層厚約500m
　岩相　凝灰質砂岩及びシルト岩を主とする．海棲貝化

石を産出し，また本層上部には亜炭層が挟在する．
　　　おすげ
　3．6　男助鷹（仮称）

　模式地　男助山（調査地域外南方）

　分布　本地域では雫石川支流の安栖沢下流域に主に分

布する．

　層厚約200m
　本層の模式地は調査地域外南方にあり，今回の調査で

は詳細な層序を明らかにすることはできなかった．調査

地域内には無層理の酸性凝灰岩は国見峠層中から玉川溶

結凝灰岩（早川・北村（1953）の橋場層）まで様々な層準に

見られる．国見峠層中から山津田層中までの酸性凝灰岩

が一連の火山活動による噴出物である証拠はない．した

がって今回は舛沢層より下位にあって，山津田層と同層

準ないしはそれより上位に位置する酸性軽石凝灰岩を“

男助層”と仮に定義した．

　岩相　無層理の酸性軽石凝灰岩を主とし，酸性一中性

火山岩の角礫を多く含んでいる．大部分は非溶結である

が一部に溶結相が見られる．また石英斑晶を多量に含ん

で後述する玉川溶結凝灰岩と類似する部分があるが鉄苦

土鉱物の量比でそれとは区別できる．ところによって山

津田層に由来する貝化石を含む巨礫を取り込むこともあ

る．

　　　ますざわ
　3。7舛沢層（村井，1962）

　模式地　雫石町舛沢付近（調査地域外南方）

　分布　雫石盆地とその西方の山地との間に狭小に分布

する。

　層厚約50m
　岩相　下部は砂層一シルト層を挟有する円礫層からな

り，上部は非溶結の軽石凝灰岩を主とする．

　3，8玉川溶結凝灰岩（河野・青木，1959）

　模式地　玉川上流域（調査地域外北方）

　分布　仙岩地熱地域を含む広い範囲に分布するが，特

に今回の調査地域では橋揚付近を中心とする雫石盆地

西一南縁部及び滝の上地域に分布する。
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　　　　　　　　　第3図　年代測定試料採取地点

　　　　　　　　図中の番号は第4図及び第2表のそれと対応

Fig．3　Locations　ofsamples　fbr　potassium－argon　d＆ting（See　Table2and　Fig。4）．

　層厚　分布域の中心部では1，000mに達するものと推

定されるが，橋場付近では約100mである．

　岩相　下部は石英の巨斑晶を多量に含むことで特徴づ

けられる普通角閃石斜方輝石流紋岩凝灰岩，上部は単斜

輝石斜方輝石デイサイト凝灰岩で，いずれもその大部分

が強く溶結している．

　3．9全体の麟序

　以上の各層のうち基盤の花闇閃緑岩を直接覆うのは生

保内層と国見峠層である．国見峠層から山津田層に至る

各層の間には大きな堆積問隙を示す証拠は見られない。

生保内層と国見峠層との関係は早川・北村（1953）によれ

ば整合，大口・伊里（1977）によれば不整合とされる（第

1表）．山津田層の上位の舛沢層の下部には円礫層が挟

在し，山津田層の異なる層準を覆うことから両者の関係

は不整合と思われる．しかしながらその堆積間隙の時間

の長短は不明である，玉川溶結凝灰岩は強く溶結してい

るため陸上の堆積物と判断され，下位の地層とは不整合

関係にある．

4・年代測定用試料

測定に用いた試料の採取位置を第3図に示す．今回測

定したのは20個であるが，図には玉生（1980）による1個

（試料番号2－28）の年代測定値の試料採取位置も併せ示し

た．

　以下に各試料の原番号・岩石名・層序上の位置と産状

・採取地及び検鏡結果について記す．産状については凝

灰岩・貫入岩・溶岩の別を記したが，産状が明らかでな

いものについてはそれを胚胎する地層名のみを記すにと

どめた．貫入岩の場合は得られる年代は記された地層の

堆積時代とは異なり・より新しい時代を示すことになる．

　看）8－26斜方輝石含有角閃石デイサイト

　男助層の凝灰岩中の軽石

　雫石町橋場北西

　斑晶は石英・斜長石・角閃石・斜方輝石及び不透明鉱

物である．斜長石はアルバイト多片双晶を示すことが多

く，累帯構造もよく示すが，いわゆるdusty　zoneはほと

んど見られない．角閃石は緑色一淡褐色の多色性を示す

普通角閃石が大部分であるが，淡褐色一無色のカミング

トナイトも認められる．カミングトナイトは普通角閃石

にとり囲まれている場合と単独で存在する場合とある，

単独で出現する場合は破砕形であることが多い．石基は

淡褐色のガラスで，一部は脱ガラス化している．
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　本デイサイトは径6mm程度の石英を多量に含むため

従来玉川溶結凝灰岩の一部と考えられてきたが，長径1

cmにも及ぶ角閃石を顕著に含むためにそれとは区別で

きる．

　2）8－59　斜方輝石含有角閃石デイサイト

　男助層の凝灰岩中の軽石

　雫石町橋場北西

　斑晶は斜長石・石英・角閃石・斜方輝石及び不透明鉱

物である．斜長石は径4mm程度までで，外形は丸味を

帯びていることが多い．弱い累帯構造は示すが，いわゆ

るdusty　zoneはほとんど見られない・石英は径4mm程

度までで，融食されていることが多い．角閃石の多くは

緑色一褐緑色の多色性を示す普通角閃石であるが，カミ

ングトナイトも認められる．カミングトナイトは普通角

閃石にとり囲まれている場合と単独で出現する場合があ

る．石基は無色のガラスで，発泡した穴が引き伸ばされ

ている．

　3）　1－34斜方輝石単斜輝石安山岩

　小志戸前沢層に貫入していると思われる（直接の関係

は見られない）．

　田沢湖町先達川支流鳥坂沢入口

　斑晶は斜長石・単斜輝石・斜方輝石及び不透明鉱物で

ある．斜長石は径2mm程度までで，輝石及び不透明鉱

物の丸粒を含むことが多い．また最外殻を残して内部が

虫食い状に融食されていることもある．単斜輝石は径1

mm程度で累帯構造がよく発達し，しぱしばsector　zon－

ingを示す・斜方輝石は径1mm程度で単斜輝石の反応

縁はない．不透明鉱物の一部は鉄苦土鉱物の変質による

ものである．

　石基鉱物の大部分は斜長石で，ほかに少量の輝石と不

透明鉱物が認められる．ガラスは緑色鉱物に変質してい

る（以下の記載で緑色鉱物とはサポナイトや緑泥石など

の変質鉱物をさす）・

　4）5－56　単斜輝石斜方輝石安山岩

　小志戸前沢層に貫入

　雫石町安栖沢中流（海抜640m）

　斑晶は斜長石・斜方輝石及び単斜輝石である．斜長石

は径5mm程度までで，輝石を含むほか最外殻を残して

内部が虫食い状に融食されていることがある。またいわ

ゆるdusty　zoneも認められる。一般に輝石は長径1mm

程度のものが多いが，斜方輝石では3mmに達するもの

もある．斜方輝石は斜長石や不透明鉱物を含むこともあ

るが，単斜輝石の反応縁はない．

　石基は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物，鱗

珪石・クリストバル石及び燐灰石よりなる．

　5）　5－55　斜方輝石単斜輝石安山岩

　小志戸前沢層に貫入

　雫石町安栖沢中流（海抜600m）

　斑晶は斜長石・単斜輝石・斜方輝石及び不透明鉱物で

ある．斜長石は径6mm程度までで，それらのうち大き

な結晶は内部が虫食い状に融食されていることが多く，

小さな結晶では累帯構造の著しいものが多い．輝石は長

径1mm程度のものが多い．斜方輝石の柱面に単斜輝石

のマントルがつくことがある．

　石基は斜長石・輝石・不透明鉱物・鱗珪石・クリスト

バル石及び変質したガラスよりなる．

　6）5－74　単斜輝石斜方輝石安山岩

　小志戸前沢層に貫入

　雫石町安栖沢林道（海抜660m）

　斑晶は斜長石・斜方輝石・単斜輝石及び不透明鉱物で

ある．斜長石は径5mm程度までで，いわゆるdusty

zoneを有するものが多い・輝石は一般に長径2mm程度

のものが多いが，斜方輝石では4mmに達するものもあ

る．斜方輝石には単斜輝石の反応縁はない．

　石基は斜長石・輝石・不透明鉱物・鱗珪石・クリスト

バル石及び変質したガラスよりなる．

　7）5－51単斜輝石斜方輝石安山岩

　小志戸前沢層に貫入

　雫石町安栖沢林道

　斑晶は斜長石・斜方輝石・単斜輝石及び不透明鉱物で

ある．斜長石は径2mm程度までで包有物は少なく清澄

である．縁辺部で急激な累帯構造を示すが，反復累帯構

造は少ない．斜方輝石は径L5mm程度までで，単斜輝

石の反応縁を有する．

　石基は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・不透明鉱物及び

変質鉱物からなる．

　8）KN－2－121かんらん石含有単斜輝石安山岩

　国見峠層及び竜川層に貫入

　雫石町大坪沢山西方

　斑晶は径1mm程度までの斜長石及び径0・5mm程度

までの単斜輝石が主で，まれに緑色鉱物に変質したかん

らん石の仮像が認められる．単斜輝石は累帯構造が著し

く，特にsectorzoningがよく見られる．

　石基には斜長石・単斜輝石・不透明鉱物及び緑色鉱物

が認められる．

　9）　7－11流紋岩

　国見峠層に貫入

　田沢湖町旧国道46号線沿い

　斑晶は少量の斜長石のみである．斜長石は径2mm程

度までの自形でアルバイト多片双晶をよく示す．累帯構
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造はほとんど見られない．

　石基は微小な脱ガラス生成物からなる．

　10）7－32流紋岩
　国見峠層に貫入（直接の関係は見られない）

　田沢湖町大沢（海抜340m）．

　斑晶は少量の斜長石のみである，斜長石は径2mm程

度までで自形を示す．

　石基はシリカ鉱物及び長石からなる．

　11）牛3　デイサイト

　国見峠層に貫入している，と思われる（直接の関係は見

られない）．

　田沢湖町黒森山南西斜面

　斑晶は石英・斜長石・変質した鉄苦土鉱物及び不透明

鉱物である．石英は径5mm程度までで自形を示すが丸

味を帯びている．斜長石は径5mm程度までで自形であ

るが炭酸塩鉱物などに変質している．鉄苦土鉱物は炭酸

塩鉱物及び不透明鉱物に変質している，

　石基は拍子木状斜長石・不透明鉱物及び細粒の変質鉱

物よりなる．

　12）8－28流紋岩
　国見峠層中の溶岩（産状は明らかでない）

　雫石町滝倉沢（海抜590m）

　斑晶は少量の長石のみである．長石は1mm程度まで

の自形結晶で，アルバイト多片双晶を示す．累帯構造は

ほとんど認められない。

　石基は拍子木状の長石が並ぶ流理構造を示す．ほかに

シリカ鉱物と少量の不透明鉱物が含まれる．

　懇3）　4－32　斜方輝石含有単斜輝石玄武岩

　国見峠層中の溶岩

　田沢湖町六枚沢（海抜580血）

　斑晶は斜長石・単斜輝石及び少量の斜方輝石である．

斜長石は径3mm程度までで，輝石及びガラスの包有物

が多く，V、わゆるdusty　zoneも見られる。単斜輝石は径

1mm程度でsector　zoningがよく見られる．

　石基は斜長石・単斜輝石・不透明鉱物・シリカ鉱物及

び緑色鉱物からなる．

　14）　8－51　ドレライト

　国見峠層中に貫入

　田沢湖町地森西方（海抜900m）

　斑晶で変質を免れているのは斜長石と単斜輝石のみで

ある．このほか緑色鉱物及び不透明鉱物に変質した鉄苦

土鉱物がみられるが，元の鉱物は確認できない．・斜長石

は径1mm程度で最外殻は清澄であるが内蔀は緑色鉱物

に変質している．単斜輝石は最大1mm程度で，大部分

は緑色鉱物に変質している．

石基は斜長石・輝石及び不透明鉱物及び二次的生成物

と思われるシリカ鉱物と緑色鉱物を含む．

　15）7－45斜方輝石含有単斜輝石かんらん石ドレラ

　　　　　　イト

　国見峠層中に貫入

　田沢湖町大黒沢（海抜400m）

　斑晶は斜長石・単斜輝石・斜方輝石・緑色鉱物化した

かんらん石及び不透明鉱物である，

　石基は斜長石・不透明鉱物及び各種の変質鉱物よりな

る．

　租6）7－59　かんらん石輝石安山岩

　国見峠層中の溶岩（産状は明らかでない）

　田沢湖町相沢山南西（海抜880m），

　斑晶は斜長石・輝石及びかんらん石で，斜長石のみが

変質を免れている．輝石及びかんらん石はすべて緑色鉱

物及び炭酸塩鉱物に変質し，わずかに結晶の外形からそ

れと判断される．斜長石は径3mm程度までで，一部は

炭酸塩鉱物に変質している．

　石基は斜長石・不透明鉱物及び緑色鉱物よりなる．

　17）8一狙　単斜輝石ドレライト

　国見峠層中に逆入

　雫石町大地ノ沢

　斑晶は斜長石及び単斜輝石であるが，ともに径は1

mm程度と小さく，その量も少ない，斜長石は縁辺部で

急な累帯構造を示し，一部は虫食い状に融食されてい

る。

　石基は拍子木状でよく並んだ斜長石のほか輝石・不透

明鉱物及び填間状緑色鉱物よりなる。

　憩）　8－34　ドレライト

　国見峠層中に貫入

　雫石町シロミ沢（海抜420m）

　斑晶で変質を免れているのは斜長石のみである．ほか

に緑色鉱物並びに不透明鉱物化した鉄苦土鉱物が認めら

れる．斜長石は径3㎜程度までで一部はアルバイト化し

ている．変質した鉄苦土鉱物は径2mm程度までである．

　石基は斜長石及び緑色鉱物化した輝石からなる．また

填間状シリカ鉱物及び炭酸塩鉱物も認められる．

　紛　7－54単斜輝石ドレライト

　国見峠層中に貫入

　田沢湖町大平沢（海抜500m）

　斑晶は強く変質して元の鉱物を確認できないが，わず

かに単斜輝石が認められる．

　石基は斜長石・不透明鉱物・緑色鉱物化した鉄苦土鉱

物及び填間状シリカ鉱物よりなる．

　20）7－44斜方輝石含有単斜輝石かんらん石ドレラ
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　　第2表年代測定値一覧

No．
Sample
　no。

　Isotopic
age（Ma）

40Ar　rad
（10－5ml／9）

40Ar　rad
　（％）

K（％）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

8－26

8－59

1－34

5－56

5－55

5－74

5－51

KN2
－121

7－11

7－32

4－3

8－28

4－32

8－51

7－45

7－59

8－44

8－34

7－54

7－44

7．8士1．6

9．7土2．4

6．0±1．2

6．3土1．3

6．4土1．3

7．8士1．6

9．0±2．3

5．7±2．3

6．3士1．6

6．7±0．7

7．6±1．1

8．9土0。4

9．9±2．0

10．4ニヒ3．1

10．4＝ヒ3．1

10．5±1．1

11．0±2．8

11．3±0．6

16．6土4．2

21．8士3．3

0．033
0．039

0．044
0．052
0．066

0．017
0．015

0．014
0．017

0．014
0．017

0．020
0．022

0．014
0．015

0．009
0．010

0．047
0．051

0．083
0．086

0。037
0．035

0．068
0．069

0．014
0．014

0．014
0．015

0．013
0．013

0．044
0．046

0．029
0．030

0．082
0．083

0．036
0．037

0．045
0．046

11．0
12．6

20．8
24．8
26．8

11．8
11．1

15．1
32．8

16．7
14．1

34．0
27．2

12．4
6．4

9．6

11．3

35．1
14．0

47。5
51．8

34．7
38．0

38．6
55．7

13．4
13．9

10．6
14．8

9．9

11．5

29．7
24．5

26．5
17．7

34．0
41．6

19．7
14．8

34．0
45．1

1．18
1．20

1。42
1．43

0．68
0．68

0．63
0．62

0．63
0．63

0．70
0．70

0．42
0．43

0．44
0．44
0。46

2．15
2．17

3．21
3．23

1．20
1．20

1．99
1．99

0．36
0．36

0．35
0．36

0．31
0．32

1．09
1．10

0．69
0．69

1．86
1．87

0．55
0．56

0．53
0．53

年代算出に用いた定数はλβ＝4．962×lo－101y，λe＝0。581×豆〇一101y，40K／K－1・167×10鼎4

　　　　　　イト　　　　　　　　　　　　　　　　石は径1mm程度で，単斜輝石にはsectorzoningが見

　生保内層中に貫入　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる．

　田沢湖町大黒沢入口　　　　　　　　　　　　　　　　　　石基は斜長石・不透明鉱物及び緑色鉱物よりなる．

　斑晶は斜長石・緑色鉱物化したかんらん石・単斜輝石
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。年代測定結果
及び少量の斜方輝石よりなる．斜長石は径2mm程度ま

でで，緑色鉱物及び炭酸塩鉱物に一部変質している．輝　 得られた年代値を第2表に示し，既に玉生（1980）が求

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一440一



仙岩地熱地域南部の新第三紀火山岩のK－Ar年代（須藤　茂・石井武攻）

m器 age 5 10

2－28＊

8

9
10

11

12

13

14
15

16

17

18

19

20

15 20　Ma

□
｝

　　　　　＊＊玉川溶結凝灰岩

山津田層を貫く貫入岩

／男助層の凝灰岩中の軽石

卜一…

←
申離！ 申

竜川層を貰く貫入岩

｝国見峠層を貰く貫入岩

｝
生保内層中のドレライト

｛

　　　　　　第4図年代測定結果
　　　＊玉生（1980〉より引用　＊＊須藤（投稿中）より引用

Fig・4　K－Ar　ages。＊TAMANYu（1980），＊＊SuT6（in　press）

めた値と共に第4図にまとめた．

　全体に誤差が大きいが，これは試料の多くでみられる

ように，放射壊変によって生じた40Arの量比が小さい

ことに主たる原因がある。またいくつかの試料は緑色変

質を受けているため真の生成年代とはある程度隔たりが

あるであろう．図表に示したように，生保内層のドレラ

イトは22Ma，国見峠層中のドレライト及び玄武岩10－17

Ma，流紋岩9Ma，国見峠層に貫入した流紋岩，デイサ

イト及び安山岩6－8Ma，竜川層に貫入した安山岩6Ma，

小志戸前沢層に貫入した安山岩6－9Ma，山津田層のシル

ト岩巨礫を取りこむ凝灰岩（男助層）8－9Maの年代をそ

れぞれ示している．ここで当然のことながら貫入岩の年

代はそれを胚胎する地層の堆積年代よりも新しい．

6．考　　察

　得られた年代のうち最も古い値（21．8Ma）を示すのは

生保内層のドレライトであり，次いで国見峠層下部のド

レライトが16．6Maの値を示す．国見峠層中のドレライ

トの多くはほとんど同じ年代（10．4－11。3Ma）を示す．

　生保内層と国見峠層との層序関係は・早川・北村

（1953）は整合，大口・伊里（1977）は不整合であると考え

た（第1表）．筆者らの野外調査では両者の関係を明らか

にすることはできなかったが，国見峠層中の火山岩の年

代の大部分と生保内層中のドレライト1個の年代との問

には大きな時間の差があり，両者は不整合である可能性

が大きヤ・。国見峠層より上位の竜川層・小志戸前沢層・

山津田層の各層の堆積年代を直接示す値は得られていな

いが，竜川層は5。7Maの年代を示す岩脈に，また小志戸

前沢層は9・OMaの年代を示す岩脈にそれぞれ貫入され

ており，また山津田層由来の貝化石を含むシルト岩巨礫

は7・8Ma及び9，7Maの年代を示す凝灰岩（男助層）に取

りこまれている。更に山津田層は葛根田地熱発電所東方

で4・9Ma（玉生，1980）の年代を示すデイサイトによっ

て貫入されている．したがって竜川層・小志戸前沢層・

山津田層の各層は当然それぞれの貫入岩もしくは凝灰岩

の示す年代より古い時代に堆積したことになる．以上の

事実から国見峠層から男助層までの各層は，およそ11－8

Maの間の短期問に堆積したと判断される．玉川溶結凝

灰岩の年代は，フイッション・トラック法により玉生・

須藤（1978）及び玉生（1979，1980）が計17個，K－Ar法によ

り玉生（1980）及び，須藤（投稿中）が計19個報告している．

それらはいずれも1おMaの値を示し，・特に今回の調査

地域のそれは1－2Maである・以上をまとめると，生保内

層と国見峠層との間には著しい時間間隙がある可能性が

大きい．一方，国見峠層・竜川層・小志戸前沢層・山津

田層及び男助層の各層は，これらの順に短期問に堆積し
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たものと思われる．男助層と玉川溶結凝灰岩との間には

著しい時間間隙があるが，その間にも貫入岩の活動が続

いた．このことと各層の構成物の多くが火山噴出物及び

その砕屑物であることを考え合せると，仙岩地熱地域南

部の火山活動はこの1千万年の間活発に続いたと推定さ

れる．

7．　ま　と　め

　仙岩地熱地域の地熱水の貯溜層と考えられている新第

三系の火山層序をより明らかにするために，南部の雫石

一生保内問の地表地質調査と火山岩のK－Ar年代測定

を行った．仙岩地熱地域南部の新第三系は下位より生保

内層・国見峠層・竜川層・小志戸前沢層・山津田層・男

助層及び舛沢層に区分され，生保内層・国見峠層及び男

助層中の噴出岩及び国見峠層・竜川層及び小志戸前沢層

を貫く貫入岩のK．一Ar年代測定を行った．その結果次の

ことが確認された．

　1）本地域の新第三系最下部の生保内層中のドレライ

　　トから最も古い年代（2L8Ma）が得られた・

　2）生保内層と国見峠層との堆積の時間間隙は大きか

　　ったものと推定される．

　3）国見峠層から山津田層・男助層までの堆積年代は

　　主として11－8Ma程度であったと思われる．

　4）　山津田層及び男助層（8－9Ma）と玉川溶結凝灰岩

　　（この地域では1－2Ma）との堆積の時間間隙は大きか

　　ったものと推定される．

　5）　山津田層・男助層と玉川溶結凝灰岩との堆積活動

　　には6Maの時問間隙があったが，火山活動はここ

　　一千万年程度はかなり活発に続いていた．
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